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第２号様式 

令和 ３ 年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課： 健康福祉部 子育て支援課 

施 設 名  三沢市立おおぞら児童センター 

指 定 管理 者 名  社会福祉法人 三沢市社会福祉協議会 

指 定 期 間  平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

利用児童数 

(登録児童) 

 

16,932人 

 

17,539人 

感染症の影響により児童館利用を

控える児童がいたため、607人の減と

なりました。 

利用者数 

（登録外利用） 

 

326人 

 

499人 

 任意児童やサークル（未就学児童

の親子）の受け入れができなかった

ため173人の減となりました。 

合計 17,258人 18,038人 780人の減 

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額（千円） 

指定管理料・障害児受入 １５，２８３ 人件費 １８，４４６ 

利用料金 ３，８６１ 事業費  １，０８２ 

   補助金・助成金等 １，３７１  事務費  １，３９４ 

繰越金 １，５７９ 職員応援給付金    ３００   

合計（①） ２２，０９４ 合計（②）  ２１，２２２ 

  収支差額（①－②） ８７２ 

 

３．総合評価に対するコメント 

 

 

指定管理者 

 

 

定員を超える児童が児童館利用を希望していましたが、感染症の影響で児童館利

用を控える状況が続き、利用人数は前年と同様で推移しました。運営については、当

初予定した事業分の予算で子供たちの玩具・図書の整備をして小人数でも活動でき

る環境を目指しました。感染状況を踏まえた中で、徐々に感染対策前の状況に近づ

けるよう出来る事業を見極め実施し、同じ学区の岡三沢児童館と総合社会福祉セン

ター研修室を会場に、合同行事を行い交流を図りました。 

 

 

施設担当課 

 

 

 新型コロナウイルス感染症の影響がある中で、事業内容を変更し、感染対策と児童

の活動内容のバランスをみながら考えられた運営がされています。 

 今後も感染対策を徹底しつつ児童にとって健全育成の場となるよう、事業の実施方

法等を工夫し、十分な活動の提供と適切な運営管理が継続されることを望みます。 
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４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 S Ｓ 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 A Ａ 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 A Ａ 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 A Ａ 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 A Ａ 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 A Ａ 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 A Ａ 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 A Ａ 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 A Ａ 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 A Ａ 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 A Ａ 

外部委託の内容は適切であるか。 A Ａ 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 A Ａ 

修繕は適切に行われているか。 A Ａ 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 A Ａ 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 A Ａ 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 A Ａ 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 A Ａ 

総合評価 A Ａ 

 

※総括評価シート区分 

 
①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等の沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 
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第２号様式 

令和３年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課： 健康福祉部 子育て支援課 

施 設 名  三沢市立岡三沢児童館 

指 定 管理 者 名  社会福祉法人 三沢市社会福祉協議会 

指 定 期 間  平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

利用児童数 

(登録児童) 
14,021人 13,574人 

コロナ感染予防対策がやや緩和さ

れたことにより延べ児童利用数が

447名増となった。 

利用者数 

（登録外利用） 
 245人  256人 

コロナ感染予防対策でボランティア

による各種活動の人数制限により

利用者数は11名減となった。 

合計 14,266人 13,830人 436人の増 

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額（千円） 

指定管理料・障害児受入 １２，４５９ 人件費 １２，７８５ 

利用料金 ２，６８８ 事業費  １，５８９ 

補助金・助成金等 ９０７ 事務費  １，３４８ 

繰越金             ８００ 職員応援給付金 ３００ 

原子力給付金    ９   

合計（①） １６，８６３ 合計（②） １６，０２２ 

                 収支差額（①－②） ８４１ 

 

３．総合評価に対するコメント 

 

 

指定管理者 

 

 

 学習塾や部活動に通う児童も多く、それまでの時間や放課後、児童館を利用する事

で保護者の負担軽減になっています。また、コロナ禍で児童館の各種行事も中止せ

ざるを得ない状況の中、地域のボランティア等の協力もあり、施設の規模に合った人

数で適切な指導ができました。 

特に、米空軍のボランティアによる「英語教室」等、 特色のある事業活動を今後も

継続していきたいと思います。 

 

 

施設担当課 

 

 

新型コロナウイルス感染症の影響により各事業が実施しにくい状況の中で、「英語

教室」等の特色ある事業が継続できているのは、児童館職員がこれまで培ってきた地

域との繋がりよるものです。 

 今後とも適切に施設の運営管理がされていく中で、児童にとって安心安全な居場所

の提供に加え、岡三沢児童館の特色も継続されていくことを望みます。 
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４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 Ａ Ａ 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 Ａ Ａ 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 Ａ Ａ 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 Ａ Ａ 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 Ａ Ａ 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 Ａ Ａ 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 Ａ Ａ 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 Ａ Ａ 

外部委託の内容は適切であるか。 Ａ Ａ 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

修繕は適切に行われているか。 B B 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 Ａ Ａ 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 Ａ Ａ 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 Ａ Ａ 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 Ａ Ａ 

総合評価 B B 

 

※総括評価シート区分 

 
①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等の沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 

 


